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３月４日（日）、生駒市図書館は「第３回ビブリオバトル全国大

会 in いこま」を開催します。今年の参加は３４団体、北は北海

道から、南は九州まで全国からバトラーが集まり、熱戦を繰り広

げます。  

前日の３月３日（土）には、ビブリオバトルの考案者・立命館

大学教授の谷口忠大さんを迎え、前夜祭も行います。大会当日は、

スペシャルゲストに直木賞作家の迁村深月さんを迎え、トークイ

ベントを開催します。迁村深月さんは、デビュー以来１０代の

抱く切ない思いを描いて読者の支持を集めてきました。近年

は大人たちを描いた作品でも高く評価されています。 

多くの観戦者でにぎわった昨年に続き、「本を愛する人」、「愛されている本」、「愛される本を書く人」

全てをつなぐ、全国の読書好きのお祭りとなるよう、楽しく熱い一日にしたいと考えています。 

 

■ 初開催！ 第３回ビブリオバトル全国大会 inいこま前夜祭 

◇ 日 時  ３月３日（土）１５：００～１７:００ 

◇ 場 所  生駒市図書会館（生駒市辻町２３８番地） 

◇ 内 容  Ⅰ部「大いに語る、ビブリオバトルの魅力」 

ビブリオバトル考案者で立命館大学教授の谷口忠大さんが、ビブリオバトルの

魅力を語ります。 

Ⅱ部「教えて◇聞かせて☆たにちゅー先生！」 

谷口先生を囲んで、各地で開催されるビブリオバトルの紹介や情報交換を行い、

交流をはかります。 

◇ 定員・申込み  ５０人（申込順、生駒ビブリオ俱楽部ホームページから） 

 

■ 第３回ビブリオバトル全国大会 inいこま 

◇ 日 時  ３月４日（日） 

１０：００～  ５会場に分かれて予選開始 

１３：１５～  迁村深月さんトークイベント（無料） 

１５：００～  予選チャンプ５人による決勝      

１７：００～  迁村深月さんサイン会 

先着４０人、当日９時から整理券配布開始。当日販売の『かが

みの孤城』購入者が対象 

◇ 会 場  生駒市図書会館 

◇ バトラー  ３４名（定員に達しました） 

◇ 観戦者  約４００人（１月１４日現在２１６人が応募済み） 

◇ 観戦申込み  １.生駒ビブリオ俱楽部 HPから  ２.電話 ０７４３－７５－５０００ 

３.生駒市図書館・室への来館 

◇ 主 催  ビブリオバトル全国大会 inいこま実行委員会、生駒市図書館 

◇ 後 援  ビブリオバトル普及委員会、活字文化推進会議 

 

今年は前夜祭も開催！ 

第３回 ビブリオバトル 全国大会 inいこま 
直木賞作家 迁村深月さんのトークイベントも同時開催 

奈良県生駒市 
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■ ビブリオバトル 

ビブリオバトルとは、みんなで集まって５分で本を紹介し、読みたくなった本（＝チャンプ本）

を投票して決定する知的書評合戦で、次の手順で行います。 

① 発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まります。 

② 順番に一人５分間で本を紹介します。 

③ それぞれの発表後に、参加者全員でその発表に関するディスカッションを２～３分で行います。 

④ 全ての発表が終了した後に、「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を参加者

全員一票で行い、最多票を集めたものを『チャンプ本』とします。 

 

■ 生駒市とビブリオバトル 

生駒ビブリオ倶楽部は、生駒市図書館と協働でビブリオバトルを企画・運営し、月１回の定期開

催をはじめ、全国大学ビブリオバトルの予選会や、関西大会・全国大会を開催するなど、活動の幅

を広げています。その精力的な活動が認められ、２０１６年には、Bibliobattle of the Year 2016 

優秀賞を受賞しました。行政と市民団体の協働により、読書に親しむ機会を提供し、地域の読書振

興や活性化、青少年の豊かな情操を育むことに寄与するとともに、地域の読書活動のさらなる広

がり、発展に貢献することを目的としています。 

◇ 過去の大会チャンプ本と発表者 

第１回 チャンプ本 「生きるぼくら」原田マハ／著 徳間書店 

発表者   （埼玉県）三郷市立早稲田図書館 高橋康子さん 

      

第２回 チャンプ本  「不思議な文通 グリフィンとサビーヌ」 

ニック・バントック／絵・文 河出書房新社 

発表者   （大阪府）堺市立中央図書館 甘木なな子さん 

 

■ 迁村深月さんのプロフィール 

１９８０年２月２９日生まれ。千葉大学教育学部卒業。２００４年『冷たい校舎の時は止まる』

で第３１回メフィスト賞を受賞しデビュー。『ツナグ』（新潮社）で第３２回吉川英治文学新人賞

を、『鍵のない夢を見る』（文藝春秋）で第１４７回直木三十五賞を受賞。他の著書に『凍りのくじ

ら』『ぼくのメジャースプーン』『スロウハイツの神様』『ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。』『島はぼくら

と』（以上、講談社）、『本日は大安なり』（角川書店）、『オーダーメイド殺人クラブ』（集英社）、『ハ

ケンアニメ！』（マガジンハウス）など多数。最新刊は『かがみの孤城』（ポプラ社）。 

 

■ 谷口忠大さんプロフィール 

１９７８年京都府生まれ。京都大学大学院工学研究科精密工学専攻博士課程修了博士（工学）、

立命館大学情報理工学部 教授、パナソニック 客員総括主幹技師、一般社団法人ビブリオバトル

協会代表理事ビブリオバトルの考案者。 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市図書館（館長 向田、図書係 西浦、五斗） 0743-75-5000 

生駒ビブリオバトル「第３回ビブリオバトル全国大会 inいこま」のＨＰ 


